



The course of disaster and museum study education.
―One year after the Kumamoto earthquake, how neighborhoods should 
consider disasters.―
                                                                                 山内 利秋
Toshiaki, Yamauchi
Abstract
　One year has passed since the Kumamoto earthquake 2016, even now 
in the afflicted areas it will continue to be difficult. On the other hand, it is 
highly possible that disasters have already been forgotten in the surrounding 
area. I feel a sense of crisis as a preparation for future large-scale disasters. 
  Therefore, we conducted a large-scale disaster, especially the exhibition on 
the theme of "shelter problem" in educational activities. By doing this, students 
who are responsible for the local community in the future are aiming to be able 











































































を取り上げるというアイデアは ( 図 1)、テーマとしては決して悪くはないし、
直接的な避難の次の段階に注目すると捉えるならば、むしろ妥当な理解である
とも言えよう※。ここには、指導を行った筆者の大きな見込み違い ( いい意味で



























































































































































































く力 ( 思考・判断・表現 )」・「チームで働く力」の 3 つの力に関わる 12 の要素
を提示し、これを各人が自己評価していく。評価は「発揮できなかった ( どう
してもできなかった ) レベル 1」・「通常の状況では発揮できた ( 何とかできた )
レベル 2」・「通常の状況で効果的に発揮できたし ( 見事にできた ) レベル 2」、「困
難な状況でも発揮できた ( とても難しかったが、何とかできた ) レベル 3」の 1
～ 3(1 が低く、3 が⾼い ) の 3 段階に当てはめる。これを授業初期・中間期・
終了期の計 3 回、それぞれ同じ評価表を使って実施・比較していった。 
　今年度の受講生 15 名の 3 回の評価の平均を、それぞれのレベルの変化から
表したものが図 3 である。これによると評価 1 回目ではレベル 1 が⾼く、2 回





















図 3: 受講生の自己評価レベル ( 平均 ) の変化
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　ただ教員の視点からみると、今年度の学内実習にはいくつか課題が残った。
特に受講生が例年より多かった事によって、チームに参加する 1 人 1 人の役割
感が減少してしまい、どうしても個々人の関与が低くなる傾向がみられた。そ
して関与する作業量は決して均等に分散する訳ではなく、意識的に参加度を下
げる「手抜き」が発生してしまいがちになる。この結果反対に特定の人員の負
担が大きくなり、学生間に不平等・不公平感が生じやすく、例年には見られなかっ
た学生間の軋轢が生じていたのも、また事実である。こうした課題は今後改善
していかなければいけないだろう。
　何よりも学内実習での企画展示に参加した受講生らが、将来発生しうる大規
模災害時において、地域社会を構成する一員として⾼い意識を持ち、何らかの
役割を担ってくれるようになる事を期待したい。
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